
釈
迦
如
来
ネ
ン
ゴ
ロ
ニ
ス
ヽ
メ
オ
ハ
シ
マ
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
。
フ
カ
ク
タ
ノ
ミ
テ
二
心
ナ
ク
念
仏

ス
ル
ヲ
バ
。
他
力
ノ
行
者
ト
マ
フ
ス
ナ
リ

と
言
う
。

隆
寛
は
散
心
の
念
仏
に
つ
い
て
も
う
一
つ
『
捨
子
問
答
』
巻
下
（『
続
浄
』
九
、
一
七
頁
）
に
お
い
て
そ
の

解
決
策
を
示
し
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
に
念
仏
ば
か
り
を
相
続
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
善
導

は
四
種
の
助
業
を
示
し
た
の
で
あ
る
と
し
、
ま
た
助
業
だ
け
で
な
く
余
行
も
一
向
専
念
の
た
め
と
思
っ
て
す

れ
ば
雑
行
と
は
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
称
名
ノ
行
ヲ
家
主
ト
シ
テ
弥
陀
二
心
ヲ
係
ケ
奉

ン
」
と
間
断
な
く
阿
弥
陀
仏
を
思
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

隆
寛
は
凡
夫
で
あ
る
か
ら
妄
念
が
起
こ
り
心
が
散
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
う
立
場
か
ら
弥
陀
の
他
力
に

憑
み
常
に
阿
弥
陀
仏
を
思
い
念
仏
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
他
力
に
帰
す
る
心
に
三
心
が
具
わ
る
と
い
う

論
理
構
成
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
七
項
　
他
力
と
至
誠
心

前
に
問
題
と
な
っ
た
他
力
と
至
誠
心
の
関
係
に
つ
い
て
、
隆
寛
の
考
え
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
ま
た
、
こ

の
こ
と
が
隆
寛
の
他
力
を
考
え
る
う
え
で
最
も
核
と
な
る
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



法然上人門下の安心論



隆
寛
の
至
誠
心
理
解
に
つ
い
て
は
『
散
善
義
問
答
』
の
次
の
部
分
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
う
。

身ニ

礼シ

彼ノ

仏ヲ
一

口ニ

讃シ

彼
仏ヲ
一

意ニ

念ス
ル

彼
仏ヲ
一

名テ

之ヲ
一

為ス

行ト
一

此ノ

三
業ノ

行ハ

帰ス
ル

他
力ノ

本
願ニ
一

之
心ヨ

リ

起レ
リ

以テ

此ノ

意
ヲ

為ス
ル

解ト
一

也
本
願
真
実ナ

ル
カ

故ニ

帰ス
ル

之ニ
一

心ヲ

名テ

為ス
ト

真
実
一

望ム
二

本
願
所
成ノ

真
実ノ

土ヲ
一

心ナ
ル
カ

故ニ

名テ

為ス

真
実ト
一

然

則
約シ

所
帰
願ニ
一

約テ

所
求ノ

土ニ
一

名ク

真
実
心ト
一

以テ

能
帰ノ

心ヲ
一

非ル

為ニ
ハ

真
実
心ト
一

三
業
悉
帰ル

カ

真
実ノ

他
力ニ
一

故ニ

三

業ノ

解
行
皆
真
実
心
中ニ

作ス
二

之
一

レ
ヲ

也

こ
の
よ
う
に
真
実
心
す
な
わ
ち
至
誠
心
は
他
力
本
願
に
帰
す
る
心
か
ら
生
じ
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

『
極
楽
浄
土
宗
義
』（『
隆
全
』
一
、
一
二
一
〜
二
頁
）
に
は
さ
ら
に
一
向
専
念
も
六
時
の
礼
讃
も
七
日
の

別
時
も
自
力
で
は
な
く
、
一
向
に
称
名
の
功く

力り
き

を
信
じ
一
向
に
最
後
の
迎
接

こ
う
じ
ょ
う
を
憑
み
他
力
に
よ
っ
て
思
い
を

遂
げ
る
の
は
こ
れ
皆
真
実
心
中
の
三
業
の
行
で
あ
り
こ
れ
を
他
力
の
行
と
言
い
、
こ
れ
を
も
っ
て
善
導
は
自

利
真
実
を
立
て
る
の
だ
と
す
る
。
他
力
に
帰
し
て
自
利
を
求
め
る
の
は
や
す
く
自
力
を
励
ん
で
自
利
を
求
め

る
の
は
難
し
い
。
つ
ま
り
真
実
心
中
の
自
利
の
行
は
他
力
に
帰
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
隆
寛
は
内な
い

外げ

相
応
の
真
実
心
が
持
て
る
ほ
ど
の
人
な
ら
ば
自
力
の
道
を
歩
む
こ
と

が
で
き
る
と
言
う
。
そ
れ
で
は
凡
夫
に
は
至
誠
心
が
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
『
具
三
心
義
』
巻
上

に
は
、



（『
隆
全
』
二
、
二
四
頁
）



以
二

凡
夫ノ

心ヲ
一

不
三

為
二

ニ
ハ

真
実ト
一

以
弥
陀ノ

願ヲ
一

為
二

真
実ト
一

帰ス
ル

真
実ノ

願ニ
一

之
心カ

故ニ

約テ
二

所
帰
之
願ニ
一

名
真
実

心
一

と
あ
り
、
凡
夫
の
心
が
真
実
な
の
で
は
な
く
仏
の
願
が
真
実
で
あ
り
、
そ
の
真
実
の
願
に
帰
す
る
心
を
真
実

心
す
な
わ
ち
至
誠
心
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
利
真
実
は
、

明ス
五

改テ
二

外
現
精
進
内
懐
仮
之
行ヲ
一

欲
四

コ
ト
ヲ

令
三

シ
テ

三
業ヲ

而
帰
二

利
他
真
実ニ
一

の
た
め
に
立
て
て
い
る
と
言
う
。
隆
寛
の
言
う
利
他
真
実
と
は
、
衆
生
の
側
の
立
て
る
も
の
で
は
な
く
如
来

の
利
他
真
実
を
指
す
の
で
あ
る
。
直
接
的
な
表
現
は
な
い
が
次
の
自
利
真
実
の
定
義
を
見
る
と
、
衆
生
の
側

か
ら
言
う
と
自
利
真
実
、
如
来
の
側
に
立
て
ば
利
他
真
実
と
な
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

阿
弥
陀
如
来
昔シ

発テ
二

利
他ノ

願ヲ
一

既ニ

成
就シ

テ

此
意
業ヲ
一

即チ

以テ
二

其ノ

功
徳ヲ
一

施
二

与ス
ル
コ
ト

衆
生ニ
一

真
実ニ

シ
テ

不
虚
一

故
衆
生
思
惟
観
察シ

テ

必
蒙ル
二

其
益ヲ
一

依テ

利
他ノ

願
力ニ

得
三

成
二

自
利
一

故
曰
自
利
真
実
也

と
い
う
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

如
来
の
立
て
た
真
実
の
願
が
成
就
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
衆
生
は
、
そ
の
真
実
に
触
れ
る
こ
と
に



法然上人門下の安心論

（『
法
然
門
下
の
数
学
』

附
録
一
一
六
頁
）

（『
同
書
』
附
録
一
三
一
頁
）

（『
同
書
』
附
録
一
二
二
頁
）



よ
っ
て
自
ら
の
真
実
心
が
湧
い
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
絶
対
的
存
在
な
く
し
て
は
真
実

心
な
ど
あ
り
え
な
い
と
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
隆
寛
は
、

今
真
実
心ト

者
帰
二

ス
ル

利
他
真
実ノ

願
一

之
心
也
帰
二

ス
ト

利
他
願ニ
一

者
蓋シ

称
二

ス
ル

彼ノ

仏
名ヲ
一

是
也

真
実
心ト

者
二

本
願
一

之
心
也

と
言
い
、
利
他
の
願
に
帰
し
、
本
願
に
帰
し
、
他
力
に
帰
し
て
そ
の
真
実
に
触
れ
る
こ
と
で
自
ら
の
心
が
真

実
と
な
る
と
の
理
論
展
開
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
至
誠
心
が
自
力
発
心
と
し
て
は
成
り
立
た
な

い
が
他
力
の
発
心
と
し
て
の
存
在
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
散
善
義
問
答
』
に
浄
影
や
天
台
等
の

至
誠
心
釈
を
挙
げ
て
批
判
し
て
、

凡
尋
常ノ

至
誠
心ノ

義ハ

皆
自
力ノ

発
心ニ

シ
テ

非ル

他
力ノ

発
心
一

ニ
ハ

也
可
停
止ヲ
一

々
々
々

と
言
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
色
井
秀
譲
氏
も
親
鸞
と
隆
寛
の
至
誠
心
釈
に
つ
い
て
、



（『
同
書
』
附
録
一
二
七
頁
）

（『
同
書
』
附
録
一
三
○
頁
）

（『
隆
全
』
二
、
二
九
頁
）



親
鸞
で
は
凡
夫
の
側
の
真
実
を
認
め
な
い
ゆ
き
か
た
を
貫
い
て
い
る
が
、
隆
寛
は
凡
夫
の
真
実

を
否
定
す
る
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
そ
の
真
実
が
あ
り
得
る
と
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
隆
寛
の
思
想
の
大
き
な
特
徴
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

第
八
項
　
他
力
の
三
心

次
に
隆
寛
の
三
心
釈
の
根
底
に
あ
る
他
力
の
三
心
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

他
力
の
三
心
と
い
う
言
葉
は
『
具
三
心
義
』
巻
上
（『
法
然
門
下
の
数
学
』
附
録
一
一
四
頁
）
に
出
る
。
そ

の
意
味
は
、依

他
力ノ

願ニ
一

発
三
心ニ
一

故
一
々
之
心
無
四

不
三

依
二

他
力
願
一

是
故
約テ
二

所
依
之
願
一

以
能
依
之
心ヲ
一

名

他
力ノ

三
心ト
一

と
あ
る
。
そ
し
て
他
力
の
三
心
が
「
総
明
三
心
義
」
の
結
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
他
力
の

願
を
知
り
他
力
に
帰
す
こ
と
に
よ
っ
て
三
心
を
発
す
た
め
に
他
力
の
三
心
と
言
う
の
で
あ
る
。



法然上人門下の安心論

（「
隆
寛
」
律
師
に
お
け
る
善
導
至
誠
心

釈
の
理
解
」
・
『
天
台
学
報
』
十
七
、

昭
和
五
十
年
）


